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掛 の 要 1::::. 
田

核反応による核偏極とその結果生じる 3 線の非対称放出を利用した新しい核磁気共鳴の実験方法

を開発し，乙れを用いて F17 核 (T必=66秒)の磁気能率を測定した。乙の新しく開発した方法は従

来の方法に比べて検出感度が高いので短寿命 3 放射核の磁気能率の測定に有用であり，例えば鏡映

核の仁11 の不安定核の磁気能率の測定など，興味深い問題を調べる可能性が拓けた。実験の原理と方法

のあらましは次の通りである。大阪大学のパンデグラーフ型加速器で加速された 2.3 Mev D+ ビー

ムを Si02 のターゲットに照射し 016(d ， n)F17 反応によって F17 核を作る口反応の結果生じた反跳

核 F17 の中一定の方向に出たものを CaF2 の Recoil Stopper で捕える。この際，一般に反跳核は

反応而に垂直な方向に偏極していることが期待され，その偏極を戸線の放出時まで保持する乙とが

できれば，放出される戸線の強度分布に非対称が観測される。現在の条件の下で， 1. 5--2.5%の 3

線強度の非対称が検出された。乙の戸線の非対称強度分布を核偏極の指標として用し ì，反応面に垂

直な静磁場と平行な弱い高周波磁場を加えてF17 核の核磁気共鳴を観測した。観測した共鳴条件を

用いて最終的に得られた F17 核の磁気能率の値は，

μ(F17，与+ )=4.7224 士 0.0012 nm であった口

木論文では第 1 章でこの方法の一般的な原理について述べ，第 2 章で F17 核の磁気共鳴実験に関

する詳細とその結果について議論している。

論文の審査結果の要旨

原下核構造の研究において，核磁気能率は実験的に正確な値が決定され得るので重要な地位を占め
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てきた。その測定法は安定核および、克命の長い放射性核では原子線，分子線共鳴法および核磁気共鳴

法等であり，また 10- 6 秒から 10- 9 秒の寿命の準位についてはカスケード放射線の角度相関による

方法やメスパウア効果による方法がある。しかしながら寿命が数分以下から 10- 5 秒、のものは，対象

としては重要なベーター放射性核やアイソマーが存在するにもかかわらず適切な実験方法がなく測定

が行-なわれていなかった。この論文ではこの似域のベーター放射性核の儲気能率を測定する新しい一

つの方法の検討と，その方法を辿用した F17 核 (TJiニ 66秒)の磁気能率の測定結果がjJ_ßべられてい

る。

観測方法は核反応の反跳核において則侍される核偏極と偏極核から放射されるベータ一線のパリテ

ィ非保存による非対象分布とを利用するものである。すなわち，ベータ一線の)r対象分布は核偏極の

指標として利用できるので，その;1:.対泉分布を観測しながら放射核の核磁気共鳴を測定しようとする

ものである。このような測定が可能であるためには，用いられた核反応で反跳核に偏極があること，

その偏極を寿命の間，すなわちベータ一線放射まで保ち得ることが必要である。これらの問題につい

て実験的ならび、に理論的な検討を行ない，またそれに必要な測定技術の開発も合わせ行なった。例え

ば実験目的に合致した半導体検出器の試作研先や反跳核補獲法の実験的検討等である。これらの積重

ねにより計数差 2 巧程度の効果を適確に検出することに成功し，研究を完成した。 F17 核は安定核 017

の鏡映核であり， 核殻模型では二重閉殻 016 に核子 1 個つけ加えた単純な構造をしている。 この鋭

映核両者の磁気能率は他の鏡映核のものとともに特に核中での中間子交換電流の効果を知る手懸りを

与えるものと考えられており核構造研究上重要なものである。

以上の如く中井君の論文は新しい核磁気能率測定法を拓きその方法を適用して核構造研究上重要

な F17 核の儲気能率の測定に成功したものであり，学位論文として十分な価値が認められる口
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